
第
11
回
国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
・

視
察
学
習
会
が
行
な
わ
れ
西
日

本
本
部
エ
リ
ア
か
ら
は
本
部
役

員
含
め
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
全
行
程
を
バ
ス
移
動
で

行
な
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
車
内

で
は
足
跡
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
、
広
島
・

長
崎
で
の
原
爆
体
験
者
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
な
が
ら
移
動
し
ま
し
た
。

最

初

に

い

わ

き

市

に

あ

る

地

域

防

災

交

流
セ
ン
タ
ー

久

ノ

浜

・

大

久

ふ

れ

あ

い

館

を

見

学

し

ま

し

た

。

案

内

人

の

説

明
を
受
け
、
津
波
が
大
き
な
被

害
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
海
岸
・
河
川
の
津
波
防

災
対
策
の
ほ
か
、
避
難
の
徹
底

等
を
通
し
た
多
重
防
御
に
よ
る

「
減
災
」
の
考
え
方
を
津
波
防

御
の
基
本
と
し
て
、
津
波
浸
水

予
想
地
域
内
に
お
い
て
地
域
住

民
等
が
緊
急
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
る
津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
館
内
に
は

津
波
被
害
の
状
況
が
よ
く
わ
か

る
よ
う
な
写
真
な
ど
で
ま
と
め

て
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駅
と
夜
ノ
森

駅
を
見
学
し
ま
し
た
。
駅
舎
は

き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
周

り
に
人
も
い
な
い
状
況
で
寂
し

い
も
の
で
し
た
。
前
回
の
視
察

の
時
は
夜
ノ
森
駅
の
周
り
は
バ

リ
ケ
ー
ド
が
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
視
察
で
は
バ
リ
ケ
ー

ド
は
外
さ
れ
周
り
は
建
て
壊
し

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
更
地
が
多
く
人
が
住
む

に
は
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
ま

し
た
。

震

災

遺

構

浪

江

町

立

請

戸

小

学

校

へ

行

き
ま
し
た
。

こ

こ

で

は

当

時

の

大

地

震

・

大

津

波

と

そ

の

後

の

原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
員

が
無
事
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

た
「
奇
跡
の
学
校
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

震
災
前

の
暮
ら
し

や
津
波
到

達
点
、
被

害
状
況
、

体
験
談
、

卒
業
生
や

地
元
の
方

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
が
書
か
れ
た
黒
板
が
あ

り
ま
し
た
。

東
日
本

大
震
災
・

原
子
力
災

害
伝
承
館

は
、
双
葉

町
に
あ
る

施
設
で
福

島
で
起
き
た
地
震
・
津
波
・
原

発
事
故
と
い
う
未
曽
有
の
複
合

災
害
の
実
態
や
復
興
に
向
け
た

歩
み
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

交
流
学
習

会
で
は
、
原

子
力
資
料
情

報
室
共
同
代

表
の
伴
さ
ん

か
ら
「
海
洋

放
棄
よ
り
陸

上
保
管
を
」
、

い
わ
き
市
議
会
議
員
の
狩
野
さ

ん
よ
り
「
東
電
福
島
第
一
原
発

の
被
ば
く
労
働
に
つ
い
て
」
の

講
演
を
受
け
、
原
発
立
地
関
係

エ
リ
ア
・
地
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
西
日
本

エ
リ
ア
内
か
ら
は
、
北
陸
地
方

本
部
藤
野
執
行
委
員
長
、
米
子

地
方
本
部
倉
下
執
行
委
員
長
が

そ
れ
ぞ
れ
文
章
報
告
を
行
な
い

ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
13

年
を
迎
え
ま
す
。
今
も
尚
生
活

は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
政
府
は
原
発
の
運
転
期
間
を

60
年
超
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
原
発
再
稼
働
よ
り
も
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
訴
え
ま

す
。
原
発
再
稼
働
反
対
！

（1） ２０２３年１２月１６日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548 NO.３４９
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２０２３年１１月１９日（日）、２０日（月）

国労本部主催

第１１回国労フクシマ交流
視察学習会に参加

核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
！

久
ノ
浜
・
大
久
ふ
れ
あ
い
館
へ

常
磐
線
の
駅
を
視
察

浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
へ

伝
承
館
の
見
学
及
び
交
流
学
習
会
へ



11
月
14

日
、
参
議

院
議
員
会

館
に
お
い

て
、
国
労

本
部
を
中
心
に
各
エ
リ
ア
本
部

と
全
国
貨
物
協
議
会
で
要
請
行

動
を
行
な
い
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
国
土
交
通
委
員

会
筆
頭
理
事
の
森
屋

隆
参
議

院
議
員
と
と
も
に
、
10
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
改
正
地
域
公
共
交

通
活
性
化
再
生
法
に
基
づ
き
設

置
さ
れ
る
『
再
構
築
協
議
会
』

で
の
地
域
住
民
や
労
働
者
、
自

治
体
と
の
丁
寧
な
合
意
形
成
な

ど
衆
参
両
院
で
の
附
帯
決
議
の

順
守
や
懸
案
の
諸
課
題
に
つ
い

て
、
鉄
道
輸
送
業
務
に
携
わ
る

労
働
組
合
の
立
場
か
ら
、
Ｊ
Ｒ

を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
へ
要

請
を
し
、
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
。

国
土
交
通
省
鉄
道
局
の
村
田

茂
樹
局
長
か
ら
、
鉄
道
を
取

り
巻
く
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ロ
ー

カ
ル
線
問
題
に
つ
い
て
は
10
月

か
ら
改
正
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
法
が
施
行
さ
れ
、
ど
う

運
用
し
て
い
く
か
は
初
め
て
の

ケ
ー
ス
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

方
の
意
見
を
踏
ま
え
て
運
用
し

て
い
き
た
い
。
鉄
道
貨
物
の
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
の
問
題
、
北
海
道

や
四
国
に
お
け
る
支
援
の
問
題
、

整
備
新
幹
線
に
よ
る
並
行
在
来

線
問
題
な
ど
、
大
き
な
課
題
が

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
職
場
に
お
い
て
安

全
・
安
定
輸
送
に
尽
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
国
労
の
皆
様
と

有
意
義
な
意
見
交
換
を
し
て
い

き
た
い
、
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。西

日
本
本
部
か
ら
は
５
項
目

の
申
し
入
れ
を
行
な
い
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
要
請
に
対
し

て
の
回
答
の
中
に
は
「
路
線
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
国

鉄
改
革
の
実
施
後
の
輸
送
需
要

の
動
向
等
を
関
係
自
治
体
等
に

対
し
て
十
分
に
説
明
す
る
こ
と
」

「
真
摯
に
、
丁
寧
に
向
き
合
う

こ
と
」
「
誰
も
が
安
全
か
つ
円

滑
に
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
」
「
窓
口
の
営
業
時

間
は
、
利
用
実
態
等
を
身
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
見
直
す
必
要

が
あ
る
」
「
安
全
性
や
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、
利

用
者
の
利
便
性
を
損
な
う
こ
と

が
無
い
よ
う
に
」
「
運
行
ダ
イ

ヤ
は
地
元
の
要
望
等
も
十
分
に

踏
ま
え
な
が
ら
設
定
を
行
な
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
」
「
適
時

適
切
に
並
行
在
来
線
の
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
」
な
ど

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（２） ２０２３年１２月１６日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548 NO.３４９

国土交通省鉄道局長も参加！
利用者の生活の足、ローカル線廃止反対！
安全で安心して利用できるように訴える！

国労西日本本部の要請項目

１．地域・住民の足である地方ローカル線の
維持・存続について、地方自治体をはじ
め地域住民・利用者の方々の声を十分聞
き入れ、国民の移動する権利が保障され
る公共交通としての国の役割・御支援。
御援助を。

２．公共交通における利用者の利便性と安全・
サービスの確保。誰もが安全・安心・快
適に利用できる鉄道設備、駅・ホームの
安全対策の強化、国の恒久的な支援策を。

３．激甚災害等による被災路線への早期復旧
と災害に強い強固な基盤作りに対し、公
的助成と財政での積極的な補助を。

４．新幹線延伸に伴う、並行在来線維持にお
ける自治体・鉄道事業者への支援の強化
を。

５．鉄道施設・車内での防犯対策、安全対策
の強化と再発防止策への御指導を。

国
土
交
通
省
へ
要
請
行
動
！

国
労
本
部
６
項
目
要
請
！

森屋 隆参議院議員
（紹介議員）

村
田
鉄
道
局
長
か
ら
挨
拶

初
め
て
鉄
道
局
長
が
参
加
！

植
田
委
員
長
が
訴
え
！


